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や
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ど
、子
ど
も
か
ら
お
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ま

で
が
楽
し
め
る
サ
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ク
ル
が
26
種
類
あ
り
、会
員
数

は
約
７
０
０
人
。し
か
し
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
は
こ
こ
に
も
大
き
な
影
を
落
と
し
て
い
ま

す
。「
多
世
代
交
流
の
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
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ト
や
、定
例

で
行
っ
て
い
た
地
域
ス
ポ
ー
ツ
大
会
も
中
止
に

な
っ
て
い
ま
す
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の
今
、
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を
お
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し
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い
る
人
も
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て
、
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て
も
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配
で
す
。落
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着
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を
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り
戻
せ
た
ら
、ま
た
ス
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ー
ツ
を
通
じ
て
み

ん
な
で
笑
顔
に
な
り
た
い
で
す
ね
」と
、
ク
ラ
ブ
マ

ネ
ー
ジ
ャ
ー
の
小
井
手
恵
子
さ
ん
。

　そ
ん
な
中
、地
域
の
人
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ち
が
集
ま
れ
る
場
所
を

と
、
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の
夏
に
野
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原
に
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ン
し
た「
の
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天
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場
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、
個
人
参
加
型
の
イ
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ン
ト
を

開
催
し
、３
月
に
は
よ
さ
こ
い
ス
テ
ー
ジ
や
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
の
ほ
か
、記
念
す
べ
き
第
一
回
目
の
マ
ラ
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ン
大
会
「
山
桜
マ
ラ
ソ
ン
大
会
」
も
行
わ
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る
予

定
で
す
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ス
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ー
ツ
は
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に
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気
を
与
え
る
と

思
っ
て
い
ま
す
。高
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者
が
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で
、
子
ど
も
た
ち

が
ス
ポ
ー
ツ
で
笑
顔
に
な
れ
ば
、地
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も
元
気
に
な

り
ま
す
。新
し
く
、
な
な
せ
ダ
ム
や
道
の
駅
の
つ
は

る
も
で
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、野
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原
の
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し
い
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資
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を
生
か
し

て
活
性
化
す
る
チ
ャ
ン
ス
で
も
あ
り
ま
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。恵
ま
れ

た
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設
も
整
っ
て
い
ま
す
の
で
、十
分
な
感
染
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対
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を
行
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た
上
で
、思
い
切
り
汗
を
流
し
ス
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ー
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を
楽
し
め
る
と
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が
来
る
こ
と
を
願
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い
ま
す
。

こ
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も
滞
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く
地
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の
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が
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よ
う
、
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で
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た
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で
す
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目
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・
多
志
向
」を
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、
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触
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る
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を
提
供
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、
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密
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Ｏ
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瀬
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Ｎ
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は
、
今
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ゆ
る
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が
集
い
、
一
緒
に
な
っ
て
楽
し
め
る
こ

の
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ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
は
、
多
世
代
間
の
交
流
や
地
域

の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り
に
大
き
な
役
割
を
担
っ
て

い
ま
す
。野
津
原
地
域
で
は
、高
齢
化
・
少
子
化
が
進

み
、高
齢
者
の
健
康
維
持
や
、少
子
化
に
よ
る
部
活
動

の
種
類
減
少
に
よ
る
ス
ポ
ー
ツ
離
れ
の
問
題
が
浮
き

彫
り
に
な
り
、
そ
れ
ら
の
問
題
も
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し

て
い
ま
す
。
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の
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の
パ
イ
プ
役
、
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り
の
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・
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報
な
ど

の
活
動
は
し
て
い
た
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う
で
、
現
在
は
古
田
さ
ん

を
中
心
に
氏
子
町
内
に
住
む
青
年
層
が
所
属
し
て

い
ま
す
。
氏
子
青
年
会
以
外
に
も
祭
り
や
地
域
に

関
わ
る
組
織
が
あ
り
、
メ
ン
バ
ー
は
皆
、
二
足
三

足
の
わ
ら
じ
を
履
い
て
複
数
の
組
織
で
活
動
し
て

い
る
と
い
う
の
も
、
氏
子
青
年
会
の
特
徴
で
す
。

　近
年
、
大
分
中
央
地
域
は
、
マ
ン
シ
ョ
ン
建
設

な
ど
で
若
い
子
育
て
世
代
を
中
心
に
人
口
が
増
加

し
て
い
る
反
面
、
そ
の
よ
う
な
新
し
い
住
民
と
地

域
に
元
々
住
ん
で
い
る
住
民
と
の
交
流
の
場
が
不

足
し
て
い
る
こ
と
が
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
氏

子
青
年
会
で
は
、
祭
り
を
通
し
て
、
地
域
の
交
流

を
促
し
、
地
域
を
盛
り
上
げ
て
い
き
た
い
と
い
う

思
い
で
活
動
し
て
い
ま
す
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　祖
父
母
の
影
響
で
祭
り
に
魅
了
さ
れ
50
を
超
え

る
祭
り
に
参
加
し
、
90
以
上
の
祭
り
を
見
て
き
た

と
い
う
古
田
さ
ん
。
２
０
１
８
年
に
は
念
願
だ
っ

た
山
車
を
作
り
、
国
民
文
化
祭
で
初
お
披
露
目
も
。
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先
人
か
ら
受
け
継
い
で
き
た
文
化
が
凝
縮
さ
れ
、

地
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の
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色
に
直
に
触
れ
ら
れ
る
祭
り
は
な
く
て

は
な
ら
な
い
も
の
。『
つ
な
げ
よ
う
和
の
心
』を
テ
ー

マ
に
掲
げ
、
私
た
ち
は
長
浜
さ
ま
と
い
う
伝
統
あ

る
祭
り
を
中
心
に
、
地
域
の
人
た
ち
を
も
っ
と
元

気
に
、活
性
化
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
」。

　自
分
た
ち
の
代
で
熟
成
さ
せ
た
歴
史
と
文
化
が
、

次
世
代
へ
と
受
け
継
が
れ
て
い
き
、
ま
た
そ
の
次

の
世
代
へ
。
コ
ロ
ナ
禍
で
自
粛
ム
ー
ド
の
終
わ
り

が
見
え
づ
ら
く
な
っ
て
い
る
今
だ
か
ら
こ
そ
、「
ア

イ
デ
ア
に
自
粛
は
な
い
」
と
、
長
浜
神
社
氏
子
青

年
会
お
よ
び
各
組
織
の
メ
ン
バ
ー
の
奮
闘
は
続
き

ま
す
。

　大
分
県
内
の
夏
祭
り
の
ス
タ
ー
ト
と
し
て
行
わ
れ

る
長
浜
神
社
の
夏
季
大
祭
。
古
く
か
ら
親
し
ま
れ
、

例
年
多
く
の
人
で
賑
わ
っ
て
い
る「
雨
の
長
浜
さ
ま
」

で
す
が
、昨
年
は
他
の
お
祭
り
や
イ
ベ
ン
ト
と
同
様
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
よ
っ
て
規

模
縮
小
を
余
儀
な
く
さ
れ
ま
し
た
。

　「夏
祭
り
は
疫
病
退
散
祈
願
を
起
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に
も
つ
も
の

が
多
い
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
長
浜
さ
ま
は
、
長
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と
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が
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余
儀
な
く
さ
れ
ま
し
た
。

　「夏
祭
り
は
疫
病
退
散
祈
願
を
起
源
に
も
つ
も
の

が
多
い
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
長
浜
さ
ま
は
、
長

浜
の
市
が
起
源
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
自
然

災
害
や
、
疫
病
の
ま
ん
延
を
封
じ
て
も
ら
お
う
と

い
う
願
い
も
込
め
ら
れ
た
お
祭
り
。
昨
年
は
娯
楽

的
側
面
の
祭
り
は
中
止
に
な
り
ま
し
た
が
、
原
点

に
立
ち
返
っ
て
神
事
と
し
て
の
役
割
を
再
認
識
す

る
祭
り
と
し
て
位
置
づ
け
ま
し
た
」
と
、
長
浜
神

社
氏
子
青
年
会
・
舞
鶴
町
青
年
会
会
長
の
古
田
裕

樹
さ
ん
は
語
り
ま
す
。

　長
浜
神
社
の
直
属
組
織
と
し
て
２
０
１
４
年
に

発
足
し
た
長
浜
神
社
氏
子
青
年
会
で
す
が
、
発
足

以
前
か
ら
神
社
裏
方
の
サ
ポ
ー
ト
や
地
域
住
民
と

「
雨
の
長
浜
さ
ま
」を
活
動
の
中
心
に

次
世
代
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
発
信

長浜神社氏子青年会・
舞鶴町青年会　会長
古田　裕樹さん

や
　ま

舞
鶴
町
青
年
会

舞鶴町青年会
オフィシャルキャラクター

まいっつる君
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